
























































































評価時点の PDM 

 

プロジェクト名:ブラジル国東北部半乾燥地（カアチンガ）における荒廃地域の再植生技術開発（直訳：ブラジル国東北部半乾燥地（カアチンガ）における荒廃地域の再植生・利用技術開発）   
協力期間: 3 年 (2002/9- 2005/8) 受益国の実施機関: モソロ高等農院（ESAM） 及びリオ・グランデ・ノルテ州経済開発環境庁（IDEMA） 
プロジェクト・エリア：リオ・グランデ・ノルテ州の半乾燥地 ターゲット・グループ：: ESAM 及び IDEMA 

プロジェクトの要約 指標 指標入手手段 外部条件 

スーパー・ゴール 
ブラジル東北部（カアチンガ）において、半乾燥地の植生と土壌の潜在

的な生産力を利用するための技術が普及される 

1: カアチンガにおける砂漠化プロセスの減速 
2: 家畜生産の増加 

-カアチンガの観察 
-州政府の農業統計 

 

上位目標 
リオ・グランデ・ノルテ（RN）州の半乾燥地において、有用樹種・草本

種を利用した荒廃地復旧のための適正技術が普及される 

1: RN 州における砂漠化プロセスの減速 
2: 家畜生産の増加 

-RN 州の観察 
-州政府の農業統計 

 

プロジェクト目標 
リオ・グランデ・ノルテ（RN）州半乾燥地において、有用樹種・草本種

を利用した荒廃地復旧のための適正技術が利用可能となる 

1:  ESAM の C/P がプロジェクトを通して移転された技術を活用し、RN 州

において関連研究を独自で継続することができる：a) C/P の技術レベ

ル；b) C/P による講義; c) 5 ヵ年の全体研究計画; d) ファンディング機

関に提出された研究プロポーザル; e) 論文、など 
2:  プロジェクトによって作成された地域住民のためのリーフレットが

IDEMA 及び関連機関に採用される 
 

-質問票、J/E・C/P へ

のインタビュー 
-文書のレビュー 

- 厳しい旱魃が

起こるなど気

候が激変しな

い 

成果 
1. RN 州半乾燥地の植生と土壌の利用概況が明らかにされる 

1a: RN 州の半乾燥地の土地と植生の利用概況に関する技術レポート-１)土
地利用図と分析レポート、2)植生図、及び 3)有用樹種・草本種リストか

ら成る-が作成される。 

2. RN 州半乾燥地の畜産の概況が明らかにされる 2a: RN 州の家畜形態に関するレポートが作成される 

3. 試験プロット及び観察プロットの植生と劣化を含む自然的特色が明

らかにされる 
 

3a: 試験プロットの土壌・植生図が作成される 
3b: 気象データが毎日観測される 
3c: 研究者用マニュアルが作成される 

4. 試験プロットに関連する地域コミュニティにとって潜在的に有用な

樹種・草本種が選定される 
4a: 地域住民に利用されている樹種・草本種が特定される 
4b: 試験プロットでのさらなる研究のために潜在的な有用樹種・草本種が選

定される 
4c: 潜在的な有用樹種・草本種に関する研究者用植物図鑑が作成される 
4d: 潜在的な有用樹種・草本種に関する地域住民用リーフレットが作成され

る 
5. 再植生技術（選定樹種・草本種の育苗、植栽、及び管理）が試験プロ

ットでの研究を通して開発される 
5a: 試験プロットの周辺地域の再植生に適した有用樹種・草本種が推薦され

る 
5b: 再植生に関する研究者用マニュアルが作成される 
5c: 再植生システムに関する技術レポート-牧養力に関する情報を含む-が作

成される 
5d: 再植生方法に関する地域住民用リーフレットが作成される 

6. 既存植生地及び再植生地双方における持続的飼料生産技術が試験プ

ロットでの研究を通して開発される 
6a: 試験プロットの周辺地域の畜産に適した飼料用樹種/草種が推薦される 
6b: 持続的飼料生産に関する研究者用マニュアルが作成される 
6c: 持続的飼料生産に関する技術レポートが作成される 

1-5 
-質問票、J/E・C/P へ

のインタビュー 
-以下の文書のレビュ

ー 
1. 技術レポート  
2. 技術レポート  
3. 図面とマニュア

ル 
4. 植物図鑑とマニ

ュアル 
5. マニュアルと技

術レポート 
6. マニュアルと技

術レポート 
 

- C/P が ESAM と

IDEMA に留ま

る 



評価時点の PDM 

 

 
- C/P がプロジェクトに留まる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動 
 
1-1 RN 州の土地利用現況を衛生画像を使って分析する 
1-2 RN 州半乾燥地の植生を調査する 
1-3  RN 州半乾燥地の土地利用を特定する 
1-4  RN 州半乾燥地の樹木と草本の利用を調査する   
1-5 RN 州半乾燥地の土地と植生の活用に関するレポートを作成する 
 
2-1  RN 州半乾燥地の家畜形態―土地面積、家畜の種類、頭数、及び利用―を特定する 
 
3-1  荒廃地域及び保存林地域において試験プロットを選ぶ（テラス・セカスの保存林地域にある RN

州農牧研究公社-EMPARN-の試験地を含む） 
3-2 試験プロットの土壌図及び植生図を作成する 
3-3  試験プロットにおいて気象観測を毎日行う 
3-4  研究者用マニュアルを作成する 
 
4-1 試験プロットに関連するコミュニティの樹木・草本に関する生活面・畜産面のニーズを特定する 
4-2 試験プロットに関連するコミュニティにとって潜在的に有用な樹種・草本種を選定する 
4-3 試験プロットに関連する畜産とって潜在的に有用な樹種・草本種を選定する 
4-4 活動 4-2 及び 4-3 で選定された種に関する研究者用の植物図鑑を作成する 
4-5  活動 4-2 及び 4-3 で選定された種に関する地域住民用のリーフレットを作成する 
 
5-1  試験プロットにおける畜産用植物の現存量と生産性を推定する 
5-2 試験プロットにおいて家畜の採食行動を調査する 
5-3  試験プロットの牧養力を推定する 
5-4  選定種の発芽技術を提案する 
5-5  選定種の苗木生産技術を提案する 
5-6  選定種の植栽技術を特定する  
5-7  試験プロットにおいて特定された植栽技術を実証する 
5-8  活動 5-1～5-7 を通して開発された技術の研究者用マニュアルを作成する 
5-9  RN 州半乾燥地の再植生システムに関する技術レポート（牧養力に関する情報を含む）を作成する 
5-10 再植生方法に関する地域住民用のリーフレットを作成する 
 
6-1 試験プロットにおいて牧養力に応じた持続的飼料生産技術を特定する 
6-2 試験プロットにおいて特定された技術を実証する 
6-3 活動 6-1 及び 6-2 を通して開発された技術の研究者用マニュアルを作成する  
6-4  持続的飼料生産に関する技術レポートを作成する 

投入 

日本側: 
- 専門家の派遣 
- ブラジル人カウンターパートの日本に

おける研修 
- 機材供与 
- 必要経費 
 
ブラジル側: 
- プロジェクトのための土地・建物・そ

の他の施設の提供 
- カウンターパートと事務員の配置  
- 必要経費 
 

 

 
前提条件: 
 

 



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

1-1 RN州の衛生画像を使って土地利用現況を分
析する

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina B2

a 衛生画像を入手する 衛生画像が入手される J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros B2
これまでに入手されたLANDSATデータの解像度が低すぎるため、代替と

してＩKＯＮＯＳデータを2005年3月までに入手する計画である。

b 画像を分析する 分析レポートが書かれ
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Katia

B2
2005年6月までに分析が完了する見込みである。分析レポートは2005年

8月に作成される予定である。

1-2 RN州半乾燥地の植生を調査する J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina B2

a 既存情報を集める 植生に関する既存情報
が集められる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros A
 IDEMAにある既存情報が収集された。

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

A
フィールド調査は2004年に低地（ペドロ・アベリーノ）及び丘陵地（アンジ
オス・スリド）で実施された。

c ＲＮ州の植生図を作成する 2005年3月までに植生
図が作成される

同上

B2
植生図 (1:2,000,000) の作成が進行中で、2005年3月までに完了する見
込みである。

1-3 RN州半乾燥地の土地利用を特定する J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina B2

a 既存情報を集める 既存情報が集められる J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros A
ＩＤＥＭＡにある既存情報が集められた。

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

B2

フィールド調査は2004年中旬以降から、低地（ペドロ・アベリーノ）及び丘

陵地（アンジオス・スリド）で実施されており、2005年5月に完了する計画
である。

c 土地利用図を作成する ＲＮ州の土地利用図が
作成される

同上
B2

土地利用図(1:2,000,000)作成は2005年6月末までに完了する見込みで
ある。

d 分析レポートを作成する 2005年8月までに分析
レポートが作成される

同上

B2
分析レポートの作成は2005年6月末までに完了する見込みである。

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

<1.ＲＮ州半乾燥地の植生と土壌の利用概況が明らかにされる >

 当初のプロジェクト実施計画（ミニッツ）
上記計画を2003年11月開始にずらした計画
最新の計画

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

1-4 RN州半乾燥地の樹木と草本の利用を調査す
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina A

a 既存情報を集める 既存情報が集められる J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros A
ＩＤＥＭＡにある既存情報が集められた

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

A

c 調査レポートを作成する 調査報告書が作成され
る

同上
A

1-5 RN州半乾燥地の土地と植生の活用に関する
レポートを作成する

技術報告書が作成され
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

B2

J/E:<短専- 動物学>関根

C/P<動物学>:R. Galvao

2-1 RN州半乾燥地の家畜形態―土地面積、家

畜の種類、頭数、及び利用―を特定する

J/E<短専 - 動物学>:関根

C/P <動物学> Galvao A

a 既存情報を集める 既存情報が集められる 同上

A

b フィールド調査を行う 農家への質問票調査
が行われる

同上

A
 丘陵地域 (アンジコス) の農民への質問票調査が行われた。約40人の農
民がインタビューを受けた。

c 調査レポートを作成する 調査報告書が作成され
る

同上

B2

上記調査に基づき、3種類の家畜形態が特定された。レポートは短期専

門家によって日本語で作成された。ポルトガル語の翻訳は2005年5月ま
でに完了する見込みである。

<2.RN州半乾燥地の畜産の概況が明らかにされる >

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

J/E:<長専>岸本

C/P<生態学>Maria
Clarete

3-1 試 験 プ ロ ッ ト を 選 ぶ ( テ ラ ス ・ セ カ ス の

EMPARN の試験地を含む)
試験プロットが選ばれ、
柵が作られる

J/E:<短専 - 生態学>:玉
井
C/P:R. Galvao

A

200312月に、ペドロ・アベリーノ市の私有地（合計9ヘクタール）が荒廃地
域の試験プロットとして選ばれた。しかしながら、ＪＩＣＡのローカルコストの
支出の遅れにより、柵建設が2004年9月まで完了せず、関連活動の遅れ
を引き起こすことになった。保存林地域にあるテラス・セカスのＥＭＰＡＲＮ
の試験地は、植生が過去20～30年ディスターブされておらず、試験プロッ
トとの比較のための観察プロットとすることに決められた。ＥＭＰＡＲＮの試
験地では、毎年成長率のモニタリング調査が行われる。

3-2 試験プロットの土壌図と植生図を作成する J/E:<長専>岸本

C/P<土壌学 & 植生>:
Duda & Regina B2

プロジェクト車両がＥＳＡＭに到着するのが遅れたため、当初、試験プロッ
トへの訪問が頻繁に行われず、半年の遅れをもたらした。

a 試験プロットで土壌調査を行う 調査レポートが作成さ
れる

J/E<短専-土壌学>:矢部

C/P<土壌学>: Duda
B2

・ペドロ・アベリーノの試験プロットの土壌調査は2004年8月に行われた。

・テラス・セカスの観察プロットの土壌調査は2005年6月に行われる予定
である。

b 試験プロットの土壌図を作成する 土壌図が作成される 同上

B2
・試験プロットの土壌図 (1:4,000)は既に作成された。

・観察プロットの土壌図 (1:4,000) は 2005年7月に作成される予定であ
る。

c 試験プロットで植生調査を行う 調査レポートが作成さ
れる

J/E:<長専>岸本

C/P<植生>: Regina,
Antonio Katia B2

・ペドロ・アベリーノの試験プロットの植生調査は2005年の初めに行われ

た。

・観察プロットの植生調査は2005年6月に行われる予定である。

d 試験プロットの植生図を作成する 植生図が作成される 同上

B2

・試験プロットの植生図(1:4,000) 作成は進行中で、2005年5月末までに

終了の見込みである。

・観察プロットの植生図 (1:4,000) は2005年7月に作成される見込みであ
る。

3-3 試験プロット及び観察プロットにおいて気象観
測を毎日行う

J/E<短専-気象学>
C/P<気象学>Jose
Espinola

B2

a 観測を行う 各プロットに気象観測
装置が設置され、保守
管理される

同上

B2

気象観測装置がまだ到着していないため、気象観測は開始できなかっ
た。観測装置は2005年4月に到着の見込みである。

b 月例レポートを作成する 各プロットの月例レ
ポートが作成される

同上
B2

3-4 研究者用マニュアルを作成する J/E:<長専>岸本

C/P<PM>: Galvao B2

<3.試験プロットの植生と劣化を含む自然的特色が明らかにされ

る >

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

a 土壌調査マニュアルを作成する 土壌調査マニュアルが
作成される

J/E:<長専>岸本

C/P<土壌学>: Duda B2
土壌調査マニュアル（英語版）の作成は進行中で、2005年3月末までに完

了の見込みである。ポルトガル語への翻訳は2005年5月末までにできる
予定である。

b 植生調査マニュアルを作成する 植生調査マニュアルが
作成される

J/E:<長専>岸本

C/P<植生>: Regina,
Antonio Katia

B2
植生調査マニュアル（英語版）の作成は進行中で、 2005年3月末までに

完了の見込みである。ポルトガル語への翻訳は2005年5月末までにでき
る予定である。

J/E:<LE>Kishimoto
C/P<PM>Galvao

4-1 試験プロットに関連するコミュニティの樹木及
び草本に関し、生活面・畜産面のニーズを特
定する

J/E<短専-植物育種> 野
淵

C/P<植物育種>:(
Galvao)

A

a フィールド調査を行う フィールド調査が行わ
れる

同上

A

フィールド調査は2004年の初めにペドロ・アベリーノ市の位置するアンジ

コス地域で行われた。約 20人の農民にインタビューし、 約20種類の木材
サンプルが集められた。

b コミュニティ・ニーズに関する調査レポートを
作成する

調査報告書が作成され
る

同上

A
「ＲＮ州半乾燥地の有用樹・草」のレポートが植物育種の短期専門家に
よって作成された。

4-2 試験プロットに関連するコミュニティにとって潜
在的に有用な樹種・草本種を選定する

コミュニティの生活に
とって潜在的に有用な
樹種・草本種が選定さ
れる

同上

A
上記調査により、５つの樹種 (Aroeida、 Brauna、Caraibera、

Catanduda、及び Sabia) がさらなる研究のために選ばれた。

4-3 試験プロットに関連する畜産にとって潜在的
に有用な樹種・草本種を選定する

畜産にとって潜在的に
有用な樹種・草本種が
選定される

J/E<短専-動物学>:関根

C/P<動物学>: Galvao
A

上記調査により５つの樹種 （Sabia、 Catiugueria、 Fejao Bravo、Flor
de Seda、及びLeucena) がさらなる研究のために選ばれた。

4-4 活動4-2及び4-3で特定された種に関する研
究者用の植物図鑑を作成する

植物図鑑が作成される J/E:<短専-植生>
C/P<植生>:  Regina,
Antonio Katia

B2
植物図鑑のフォーマットは既に作成され、栄養分析データ及び写真以外
の必要な情報はほとんど集められた。

4-5 活動4-2及び4-3で特定された種に関する地
域住民用のリーフレットを作成する

リーフレットが作成され
る

同上

B2

<4.試験プロットに関連する地域コミュニティにとって潜在的に有

用な樹種・草本種が選定される >

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

J/E: <長専>岸本

C/P<林学> August
Camara

5-1 試験プロットにおける畜産用植物の現存量と
生産性を推定する

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Maria
Clarete B2

a フィールド調査を行う フィールド調査が行わ
れる

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Clarete,
Camara B2

ペドロ・アベリーノの試験プロットの植物の現存量と生産性の推定は2005
年5月に行われる予定である。

b 現存量と生産性に関するレポートを作成する 現存量のレポートが作
成される

同上
B2

レポートの作成は2005年7月に終了する見込みである。

5-2 試験プロットにおいて家畜の採食行動を調査
する

J/E<短専-動物学>関根

C/P<動物学>:Galvao
B2

a 調査を行う 採食行動が調査される 同上

B2

調査は葉が出る2005年5～7月に行われる予定である。調査は試験プ
ロットの９つあるサブ・プロットのうちの４つ（サブ・プロットＦ～Ｉ）で行われる
（残りの５つのサブ・プロットは植栽活動に残される）。

b 調査レポートを作成する 採食行動のレポートが
作成される

同上
B2

調査レポートはプロジェクト終了までには完成する見込みである。

5-3 試験プロットの牧養力を推定する 牧養力のレポートが作
成される

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Clarete,
Camara B2

5-4 選定種の発芽技術を提案する J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo
B2

a 種子を集める 選定樹種・草本種の種
子が集められる

同上

A
2004年12月にプロジェクトはＩＢＡＭＡから7樹種の種子を購入し、残りの2
樹種の種子をＥＭＰＡＲＮから無料で入手した。

b 必要に応じて選定された樹種・草本種の発芽
試験を行う

発芽試験のレポートが
作成される

同上

B2

 Aroeita、 Bauna、 Caraibera、 Sabia、及びFejao Bravo の発芽試験は

2005年3～4月に行われる。他の樹種（Catingueria、 Flor de Seda、及

び Leucena)の発芽システムはよく知られているので、試験は行われな
い。

c 発芽システムのレポートを作成する レポートが作成される 同上
B2

レポートは2005年3月末までに作成される見込みである。

<5.再植生技術（選定樹種・草本種の育苗、植栽、及び管理）が

試験プロットでの研究を通して開発される  >

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

5-5 選定種の苗木生産技術を提案する 苗木生産技術が提案さ
れる

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo
B1

5-6 選定種の植栽技術を特定する 可能性のある植栽技術
が提案される

同上

B1

5-7 特定された植栽技術を実証する J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

C

a 苗畑を造成する 苗畑が造成される 同上 A 苗畑 (0.25ヘクタール) は2004年12月にペドロ・アベリーノの試験プロット
の近くに造成された。

b 選定種の苗木を生産する 苗木生産レポートが作
成される

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

B1 選定された9樹種の苗木生産は2004年12月に開始された。2005年4月ま
で続く予定である。

c 試験プロットの地拵えをする トレンチがつくられる J/E:<長専>岸本

C/P <造林>Erivaldo
A ペドロ・アベリーノの試験プロットにおけるトレンチ建設は2005年1月に終

了した。トレンチは９つあるサブ・プロットのうち５つ（サブ・プロットA～Ｅ）に

建設された。残りの4つのサブ・プロット(F-I) は採食行動調査用である。

d 苗木を植栽する 苗木が植えられる J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

B1 選定された9樹種の苗木は2005年3～4月の間に植生される予定である。

e 稚樹の保育をする 生存率 J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

C

f 土壌の湿度と温度をモニターする 半年に1度、モニタリグ・
レポートが作成される

J/E<長専>岸本

C/P<土壌学>:Duda

ｇ 生存率と成長率をモニターする 半年に1度、モニタリン
グ・レポートが作成され
る

J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

* C 最初のモニタリングは2005年8月に行われる予定である。

h 試験プロットの周辺地域の再植生に適した有
用樹種・草本種を推薦する

有用樹種・草本種が推
薦される

同上 D

5-8 プロジェクトを通して開発された技術の研究者
用マニュアルを作成する

J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara
C すべての研究者用マニュアルを2005年8月までに作成することはできな

い。

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

a 植物の現存量と生産性の推定のマニュアル
を作成する

マニュアルがポルトガ
ル語で作成される

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学> Maria
Clarete, A. Camara

B2 植物現存量と生産性の推定まみゅ有るは2005年6月に英語で作成され、

同年8月にポルトガル語に翻訳される予定である。

b 採食行動調査マニュアルを作成する 同上 J/E<短専-動物学>関根

C/P <動物学> Maria
Clarite, A. Camara

A 採食行動調査マニュアルは2005年2月に英語で作成され、ポルトガル語
に翻訳された。

c 発芽試験マニュアルを作成する 同上 J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

B2 発芽試験マニュアル（英語版）の作成は進行中で、2005年3月に完了の

見込みである。ポルトガル語への翻訳は2005年5月までに完了の見込み
である。

d 苗木生産マニュアルを作成する 同上 同上 B2 苗木生産マニュアルは2005年5月に英語で作成され、同年6月にポルトガ
ル語に翻訳される予定である。

e 植栽マニュアルを作成する 同上 同上 C 植栽マニュアル （地拵えも含む）は2005年8月に英語で作成される予定で

ある。ポルトガル語の翻訳は、通常、2ヶ月かかり、プロジェクト終了までに
は完了しないだろう。

f 生存率・成長率モニタリング・マニュアルを作
成する

同上 同上 B2 生存率と成長率のモニタリングのマニュアルは2005年7月に英語で作成
され、ポルトガル語に翻訳される予定である。

5-9 RN州半乾燥地の再植生システムに関する技
術レポート（牧養力に関する情報を含む）を作
成する

技術レポートが作成さ
れる

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <造

林>Erivaldo

D 最初の成長率のモニタリングが行われるのが2005年8月であり、 再植生
システムに関する技術レポートは同月（プロジェクト終了）までに完成する
ことはできない。

5-10 再植生方法に関する地域住民用のリーフレッ
トを作成する

普及資料が作成される 同上 D

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga

6-1 試験プロットにおいて牧養力に応じた持続的
飼料生産技術を特定する

同上 C

a 選定された飼料用樹種・草本種の飼料を集め
る

選定された樹種・草本
種の飼料が消化試験・
栄養分析に間に合うよ
うに集められる

同上 B2 ・選定樹種の飼料は2004年の雨季終期（5～7月）に採集される予定だっ
たが、フィールド・活動に関するＪＩＣＡのローカル・コストの支出が遅れたた
め、行えなかった。 このうち、2樹種（Fejao Bravo 及び Flor de Seda) の
飼料は EMPARNから得ることができた。.
・残りの3樹種の飼料は2005年5～7月に集められる予定である。

b 選定された飼料用樹種・草本種の消化試験を
行う

選定された樹種・草本
種の消化試験が行わ
れる

同上 C ・飼料が入手可能であった選定樹種（Fejao Bravo and Flor de Seda）の

消化試験が行われた。さらに、Algaroba のさやとカシューの乾燥果実の

試験も行われた。

・残りの３つの選定樹種の試験は2005年5～7月に飼料が集められてから

行われる予定である。１つの樹種の試験には1ヶ月かかるので、すべての

試験は同年8月までには完了しそうにない。

c 飼料と家畜の糞尿の栄養分析を行う 選定された樹種・草本
種の栄養分析が行わ
れる

同上 C ・２つの選定樹種（Fejao Bravo 及びFlor de Seda）及び Algarobaの栄

養分析は既に完了した。 An analysis of カシューの乾燥果実の分析は進

行中で、2005年3月に完了する予定である。

・残りの３つの選定樹種 (i.e. Sabia, Catingueria and Leucena) は消化

試験終了後に行われるが、2005年8月までには終了しないだろう。
・栄養分析に必要な機材のうち、電子天秤及び強風乾燥機はタイミングよ
く供与されたが。自動ポンプ式カロリーメーター及びＣ／Ｎコーダーはまだ
到着していない。

d 潜在的に有用な飼料用樹種・草本種を特定
する

可能性のある飼料用樹
種・草本種が特定され
る

同上 C ・上の試験及び分析の結果、これまでに Fejao Brabo, Flor de Seda、及

び Algaroba は潜在的に有望な飼料であると特定された。

e 上で特定された樹種・草本種の飼料生産技
術を提案する

特定された樹種・草本
種の飼料生産技術が
提案される

同上 C ・Fejao Brabo, Flor de Seda, Algaroba、及びｄried cashu fruits の飼料

生産技術 (干草とサイレージ)  がすでに提案された。

6-2 特定された技術を実証する J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>  Galvao

C

< 6.既存植生地及び再植生地双方における持続的飼料生産技

術が試験プロットでの研究を通して開発される  >

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



評価時点のＰＯ及び活動の進捗状況

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ

02 2003責任者活動 目標
進捗

2004 2005 備考

a 上で特定された飼料樹種・草種の飼料を生産
する

特定された樹種・草本
種の飼料 (一種あたり

50 kg ) が生産される

同上 C ・Fejao Brabo, Flor de Seda 及びAlgaroba (及び可能性のあるものとし

て dried cashu fruits) の飼料生産は2005年の雨季終期（5～7月）に始
められる予定である。

b 試験プロットで雨季・乾季に餌やり試験を行う 餌やり試験が行われる 同上 C ・Fejao Brabo, Folora de Seda, Algaroba (and possibly dried cashu
fruits) の餌やり試験は2005年雨季終期（5～7月）に開始される予定であ

る。餌やり試験は1年かかるので、2005年8月には完了しない。

・残りの潜在的有用樹種の試験は2005年8月より前に開始することができ
ない。

c 家畜の体重を定期的にモニターする 月例モニタリングが行
われる

同上 C

d 試験プロットの周辺地域の畜産に適した飼料
樹種・草本種を推薦する

飼料用樹種・草本種が
推薦される

同上 D ・持続的な飼料用樹種は餌やり試験が2005年8月までに完了しないので
推薦できない。

6-3 プロジェクトを通して開発された技術の研究者
用マニュアルを作成する

J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga

C

a 消化試験マニュアルを作成する マニュアルがポルトガ
ル語で作成される

同上 Ａ 消化試験マニュアルは2005年2月に英語で作成され、ポルトガル語に翻
訳された。

b 栄養分析マニュアルを作成する 同上 同上 Ａ 栄養分析マニュアルは2005年2月に英語で作成され、ポルトガル語に翻
訳された。

c 飼料生産マニュアルを作成する 同上 C  Fejao Brabo, Folora de Seda, Algaroba 及びdried cashu fruitsの飼料
生産マニュアルは既に英語とポルトガル語で作成された。

d 餌やり試験マニュアルを作成する 同上 同上 Ａ 餌やり試験マニュアルは2005年2月に英語で作成され、ポルトガル語に
翻訳された。

6-4 持続的飼料生産に関する技術レポートを作成
する

同上 J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga

D

進捗 : Ａ=既に完了, B1=当初計画プロジェクト終了までに完了見込み/B2=計画より遅れているがプロジェクト終了までに完了見込み, C=完了しない見込み D=開始できない



新 PDM（案） (2002 年 9 月から 2006 年 10 月) 

 

プロジェクト名:ブラジル国東北部半乾燥地（カアチンガ）における荒廃地域の再植生技術開発（直訳：ブラジル国東北部半乾燥地（カアチンガ）における荒廃地域の再植生・利用技術開発）   
協力期間: 4 年 2 ヶ月 (2002/9- 2006/10) 受益国の実施機関: モソロ高等農院（ESAM） 及びリオ・グランデ・ノルテ州経済開発環境庁（IDEMA） 
プロジェクト・エリア：リオ・グランデ・ノルテ州の半乾燥地 ターゲット・グループ：: ESAM 及び IDEMA 

プロジェクトの要約 指標 指標入手手段 外部条件 

スーパー・ゴール 
ブラジル東北部（カアチンガ）において、半乾燥地の植生と土壌の潜在的な

生産力を利用するための技術が普及される 

1: カアチンガにおける砂漠化プロセスの減速 
2: 家畜生産の増加 

-カアチンガの観察 
-州政府の農業統計 

 

上位目標 
リオ・グランデ・ノルテ（RN）州の半乾燥地において、有用樹種・草本種

を利用した荒廃地復旧のための適正技術が普及される 

1: RN 州における砂漠化プロセスの減速 
2: 家畜生産の増加 

-RN 州の観察 

-州政府の農業統計 

- 厳しい旱魃が

起こるなど気

候が激変しな

い 

プロジェクト目標 
リオ・グランデ・ノルテ（RN）州半乾燥地において、有用樹種・草本種を

利用した荒廃地復旧のための適正技術が利用可能となる 

1:  ESAM の C/P がプロジェクトを通して移転された技術を活用し、RN 州

において関連研究を独自で継続することができる：a) C/P の技術レベ

ル；b) C/P による講義; c) 5 ヵ年の全体研究計画; d) ファンディング機

関に提出された研究プロポーザル; e) 論文、など 
2:  プロジェクトによって作成された地域住民のためのリーフレットが

IDEMA 及び関連機関に採用される 
 

-質問票、J/E・C/P へ

のインタビュー 

-文書のレビュー 

- 厳しい旱魃が

起こるなど気

候が激変しな

い 

成果 
1. RN 州半乾燥地の植生と土壌の利用概況が明らかにされる 

1a: RN 州の半乾燥地の土地と植生の利用概況に関する技術レポート-１)土
地利用図と分析レポート、2)植生図、及び 3)有用樹種・草本種リストか

ら成る-が作成される。 

2. RN 州半乾燥地の畜産の概況が明らかにされる 2a: RN 州の家畜形態に関するレポートが作成される 

3. 試験プロット及び観察プロットの植生と劣化を含む自然的特色が明らか

にされる 
 

3a: 試験プロットの土壌・植生図が作成される 
3b: 気象データが毎日観測される 
3c: 研究者用マニュアルが作成される 

4. 試験プロットに関連する地域コミュニティにとって潜在的に有用な樹

種・草本種が選定される 
4a: 地域住民に利用されている樹種・草本種が特定される 
4b: 試験プロットでの研究のために潜在的に有用な樹種・草本種（が選定さ

れる） 
4c: RN 州の樹種・草本種（4a で特定された種）の研究者用植物図鑑が作成

される 
4d: RN 州の樹種・草本種（4a で特定された種）の地域住民用リーフレット, 

が作成される 
5. 再植生技術（選定樹種・草本種の育苗、植栽、及び管理）が試験プロット

での研究を通して開発される 
5a: 試験プロットの周辺地域の再植生に適した有用樹種・草本種が推薦され

る 
5b: 再植生に関する研究者用マニュアルが作成される 
5c: 再植生システムに関する技術レポート-牧養力に関する情報を含む-が作

成される 
5d: 再植生方法に関する地域住民用リーフレットが作成される 

6. 既存植生地及び再植生地双方における持続的飼料生産技術が試験プロッ

トでの研究を通して開発される 
6a: 試験プロットの周辺地域の畜産に適した飼料用樹種/草種が推薦される 
6b: 持続的飼料生産に関する研究者用マニュアルが作成される 
6c: 持続的飼料生産に関する技術レポートが作成される 

1-5 
-質問票、J/E・C/P へ

のインタビュー 
-以下の文書のレビュ

ー 
1. 技術レポート  
2. 技術レポート  
3. 図面とマニュア

ル 
4. 植物図鑑とマニ

ュアル 
5. マニュアルと技

術レポート 
6. マニュアルと技

術レポート 
 

- C/P が ESAM
と IDEMA に

留まる 
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- C/P がプロジェクトに留まる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動 
 
1-1 RN 州の土地利用現況を衛生画像を使って分析する 
1-2 RN 州半乾燥地の植生を調査する 
1-3  RN 州半乾燥地の土地利用を特定する 
1-4  RN 州半乾燥地の樹木と草本の利用を調査する   
1-5 RN 州半乾燥地の土地と植生の活用に関するレポートを作成する 
 
2-1  RN 州半乾燥地の家畜形態―土地面積、家畜の種類、頭数、及び利用―を特定する 
 
3-1  荒廃地域において試験プロットを選ぶ 
3-2 試験プロット及び保存林における観察プロット（テラス・セカスにある RN 州農牧研究

公社-EMPARN-の試験地）の土壌図及び植生図を作成する 
3-3  試験プロット及び観察プロットにおいて気象観測を毎日行う 
3-4  研究者用マニュアルを作成する 
 
4-1 試験プロットに関連するコミュニティの樹木・草本に関する生活面・畜産面のニーズを

特定する 
4-2 試験プロットに関連するコミュニティにとって潜在的に有用な樹種・草本種を選定する

4-3 試験プロットに関連する畜産とって潜在的に有用な樹種・草本種を選定する 
4-4 活動 4-1 で特定された種に関する研究者用の植物図鑑を作成する 
4-5  活動 4-1 で特定された種に関する地域住民用のリーフレットを作成する 
 
5-1  試験プロットにおける畜産用植物の現存量と生産性を推定する 
5-2 試験プロットにおいて家畜の採食行動を調査する 
5-3  試験プロットの牧養力を推定する 
5-4  選定種の発芽技術を提案する 
5-5  選定種の苗木生産技術を提案する 
5-6  選定種の植栽技術を特定する  
5-7  試験プロットにおいて特定された植栽技術を実証する 
5-8  活動 5-1～5-7 を通して開発された技術の研究者用マニュアルを作成する 
5-9  RN 州半乾燥地の再植生システムに関する技術レポート（牧養力に関する情報を含む）

を作成する 
5-10 再植生方法に関する地域住民用のリーフレットを作成する 
 
6-1 試験プロットにおいて牧養力に応じた持続的飼料生産技術を特定する 
6-2 試験プロットにおいて特定された技術を実証する 
6-3 活動 6-1 及び 6-2 を通して開発された技術の研究者用マニュアルを作成する  
6-4  持続的飼料生産に関する技術レポートを作成する 

投入 

日本側: 
- 専門家の派遣 
- ブラジル人カウンターパートの日本における研修

- 機材供与 
- 必要経費 
 
ブラジル側: 
- プロジェクトのための土地・建物・その他の施設

の提供 
- カウンターパートと事務員の配置  
- 必要経費 
 

 

前提条件: 
 

＊下線部は、仮訳版の参考につけた PDM２から PDM３への変更点。変更点の説明は終了時評価報告書の提言の項の脚注を参照。 



新PO（案） (2002年9月～2006年10月）

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Jul Oct

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

1-1 RN州の衛生画像を使って土地利用
現況を分析する

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

a 衛生画像を入手する 衛生画像が入手される J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros

b 画像を分析する 分析レポートが書かれ
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Katia

1-2 RN州半乾燥地の植生を調査する J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

a 既存情報を集める 植生に関する既存情報
が集められる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

c ＲＮ州の植生図を作成する 2005年3月までに植生
図が作成される

同上

1-3 RN州半乾燥地の土地利用を特定す
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

a 既存情報を集める 既存情報が集められる J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

c 土地利用図を作成する ＲＮ州の土地利用図が
作成される

同上

d 分析レポートを作成する 2005年8月までに分析
レポートが作成される

同上

1-4 RN州半乾燥地の樹木と草本の利用
を調査する

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina

a 既存情報を集める 既存情報が集められる J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Medeiros

b フィールド調査を行う 低地と丘陵地でフィー
ルド調査が行われる

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

c 調査レポートを作成する 調査報告書が作成され
る

同上

1-5 RN州半乾燥地の土地と植生の活用
に関するレポートを作成する

技術報告書が作成され
る

J/E<長専>岸本

C/P<植生>:Regina,
Antonia Katia

J/E:<短専- 動物学>関

根

C/P<動物学>:R.
Galvao

2-1 RN州半乾燥地の家畜形態―土地
面積、家畜の種類、頭数、及び利用
―を特定する

J/E<短専 - 動物学>:関
根

C/P <動物学> Galvao

a 既存情報を集める 既存情報が集められる 同上

2004 20062005

<1.ＲＮ州半乾燥地の植生と土壌の利用概況が明らかに

される>

<2.RN州半乾燥地の畜産の概況が明らかにされる >

02 2003担当者活動 目標
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2004 2006200502 2003担当者活動 目標

b フィールド調査を行う 農家への質問票調査が
行われる

同上

c 調査レポートを作成する 調査報告書が作成され
る

同上

J/E:<長専>岸本

C/P<生態学>Maria
Clarete

3-1 荒廃地域において試験プロットを選
ぶ

試験プロットが選ばれ、
柵が作られる

J/E:<短専 - 生態学>:玉
井
C/P:R. Galvao

3-2 試験プロット及び保存林における観
察プロット（テラス・セカスにあるRN州

農牧研究公社-EMPARN-の試験地）
の土壌図及び植生図を作成する

J/E:<長専>岸本

C/P<土壌学 & 植生>:
Duda & Regina

a 試験プロット及び観察プロットで土壌
調査を行う

各プロットの調査レポー
トが作成される

J/E<短専-土壌学>:矢部

C/P<土壌学>: Duda

b 試験プロット及び観察プロットの土壌
図を作成する

各プロットの土壌図が
作成される

同上

c 試験プロット及び観察プロットで植生
調査を行う

各プロットの調査レポー
トが作成される

J/E:<長専>岸本

C/P<植生>: Regina,
Antonio Katia

d 試験プロット及び観察プロットの植生
図を作成する

各プロットの植生図が
作成される

同上

3-3 試験プロット及び観察プロットにおい
て気象観測を毎日行う

J/E<短専-気象学>
C/P<気象学>Jose
Espinola

a 観測を行う 各プロットに気象観測
装置が設置され、保守
管理される

同上

b 月例レポートを作成する 各プロットの月例レポー
トが作成される

同上

3-4 研究者用マニュアルを作成する J/E:<長専>岸本

C/P<PM>: Galvao

a 土壌調査マニュアルを作成する 土壌調査マニュアルが
作成される

J/E:<長専>岸本

C/P<土壌学>: Duda

b 植生調査マニュアルを作成する 植生調査マニュアルが
作成される

J/E:<長専>岸本

C/P<植生>: Regina,
Antonio Katia

J/E:<長専>岸本

C/P<PM>Galvao

4-1 試験プロットに関連するコミュニティの
樹木及び草本に関し、生活面・畜産
面のニーズを特定する

J/E<短専-植物育種> 野
淵

C/P<植物育種>:(
Galvao)

a フィールド調査を行う フィールド調査が行わ
れる

同上

b コミュニティ・ニーズに関する調査レ
ポートを作成する

調査報告書が作成され
る

同上

4-2 試験プロットに関連するコミュニティに
とって潜在的に有用な樹種・草本種
を選定する

コミュニティの生活に
とって潜在的に有用な
樹種・草本種が選定さ
れる

同上

<4.試験プロットに関連する地域コミュニティにとって潜在

的に有用な樹種・草本種が選定される >

<3.試験プロットと観察プロットの植生と劣化を含む自然的

特色が明らかにされる  >
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4-3 試験プロットに関連する畜産にとって
潜在的に有用な樹種・草本種を選定
する

畜産にとて潜在的に有
用な樹種・草本種が選
定される

J/E<短専-動物学>:関根

C/P<動物学>: Galvao

4-4 活動4-1で特定された種に関する研
究者用の植物図鑑を作成する

植物図鑑が作成される J/E:<短専-植生>
C/P<植生>:  Regina,
Antonio Katia

4-5 活動4-1で特定された種に関する地
域住民用のリーフレットを作成する

リーフレットが作成され
る

同上

J/E: <長専>岸本

C/P<林学> August
Camara

5-1 試験プロットにおける畜産用植物の
現存量と生産性を推定する

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Maria
Clarete

a フィールド調査を行う フィールド調査が行わ
れる

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Clarete,
Camara

b 現存量と生産性に関するレポートを
作成する

現存量のレポートが作
成される

同上

5-2 試験プロットにおいて家畜の採食行
動を調査する

J/E<短専-動物学>関根

C/P<動物学>:Galvao

a 調査を行う 採食行動が調査される 同上

b 調査レポートを作成する 採食行動のレポートが
作成される

同上

5-3 試験プロットの牧養力を推定する 牧養力のレポートが作
成される

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学>Clarete,
Camara

5-4 選定種の発芽技術を提案する J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

a 種子を集める 選定樹種・草本種の種
子が集められる

同上

b 必要に応じて選定された樹種・草本
種の発芽試験を行う

発芽試験のレポートが
作成される

同上

c 発芽システムのレポートを作成する レポートが作成される 同上

5-5 選定種の苗木生産技術を提案する 苗木生産技術が提案さ
れる

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

5-6 選定種の植栽技術を特定する 可能性のある植栽技術
が提案される

同上

5-7 特定された植栽技術を実証する J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

a 苗畑を造成する 苗畑が造成される 同上

b 選定種の苗木を生産する 苗木生産レポートが作
成される

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

<5.再植生技術（選定樹種・草本種の育苗、植栽、及び管

理）が試験プロットでの研究を通して開発される  >



新PO（案） (2002年9月～2006年10月）

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Jul Oct

2004 2006200502 2003担当者活動 目標

c 試験プロットの地拵えをする トレンチがつくられる J/E:<長専>岸本

C/P <造林>Erivaldo

d 苗木を植栽する 苗木が植えられる J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

e 稚樹の保育をする 生存率 J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

f 土壌の湿度と温度をモニターする 半年に1度、モニタリグ・
レポートが作成される

J/E<長専>岸本

C/P<土壌学>:Duda

ｇ 生存率と成長率をモニターする 半年に1度、モニタリン
グ・レポートが作成され
る

J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

* * *

h 試験プロットの周辺地域の再植生に
適した有用樹種・草本種を推薦する

有用樹種・草本種が推
薦される

同上

5-8 プロジェクトを通して開発された技術
の研究者用マニュアルを作成する

J/E:<長専>岸本

C/P<林学> Camara

a 植物の現存量と生産性の推定のマ
ニュアルを作成する

マニュアルがポルトガル
語で作成される

J/E:<短専-植物生理学>
C/P<生態学> Maria
Clarete, A. Camara

b 採食行動調査マニュアルを作成する 同上 J/E<短専-動物学>関根

C/P <動物学> Maria
Clarite, A. Camara

c 発芽試験マニュアルを作成する 同上 J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

d 苗木生産マニュアルを作成する 同上 同上

e 植栽マニュアルを作成する 同上 同上

f 生存率・成長率モニタリング・マニュ
アルを作成する

同上 同上

5-9 RN州半乾燥地の再植生システムに
関する技術レポート（牧養力に関する
情報を含む）を作成する

技術レポートが作成さ
れる

J/E:<長専>岸本, <短専-
造林>
C/P<林学> Camara, <
造林>Erivaldo

5-10 再植生方法に関する地域住民用の
リーフレットを作成する

普及資料が作成される 同上

J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga

6-1 試験プロットにおいて牧養力に応じた
持続的飼料生産技術を特定する

同上

a 選定された飼料用樹種・草本種の飼
料を集める

選定された樹種・草本
種の飼料が消化試験・
栄養分析に間に合うよ
うに集められる

同上

< 6.既存植生地及び再植生地双方における持続的飼料

生産技術が試験プロットでの研究を通して開発される  >



新PO（案） (2002年9月～2006年10月）

Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Ｊｕｌ ＯｃｔＪａｎＡｐｒ Jul Oct

2004 2006200502 2003担当者活動 目標

b 選定された飼料用樹種・草本種の消
化試験を行う

選定された樹種・草本
種の消化試験が行われ
る

同上

c 飼料と家畜の糞尿の栄養分析を行う 選定された樹種・草本
種の栄養分析が行われ
る

同上

d 潜在的に有用な飼料用樹種・草本種
を特定する

可能性のある飼料用樹
種・草本種が特定され
る

同上

e 上で特定された樹種・草本種の飼料
生産技術を提案する

特定された樹種・草本
種の飼料生産技術が提
案される

同上

6-2 特定された技術を実証する J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>  Galvao

a 上で特定された飼料樹種・草種の飼
料を生産する

特定された樹種・草本
種の飼料 (一種あたり

50 kg ) が生産される

同上

b 試験プロットで雨季・乾季に餌やり試
験を行う

・選定種のうちの2種 (Fejao
Brabo, Flor de Ｓｅda) 及び
新たに選定された3種
(Algaroba and possibly
dried cashu fruits) の餌や
り試験が完了する
・残り３つの選定種  (Sabia,
Catingueria,Ｌｅucena) の予
備的餌やり試験が完了す
る

同上

c 家畜の体重を定期的にモニターする 月例モニタリングが行
われる

同上

d 試験プロットの周辺地域の畜産に適
した飼料樹種・草本種を推薦する

・Fejao Brao、 Flora de Ｓｅ
da 、Algaroba (及び可能性
のあるものとしてdried
cashu fruits)の中から適正
な飼料樹種が推薦される
・残りの３つの選定種 (可能
性のあるものとして Sabia、
Catingueria 、Ｌｅucena) の
中から適正な飼料樹種が
推薦される

同上

6-3 プロジェクトを通して開発された技術
の研究者用マニュアルを作成する

J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga

a 消化試験マニュアルを作成する マニュアルがポルトガル
語で作成される

同上

b 栄養分析マニュアルを作成する 同上 同上

c 飼料生産マニュアルを作成する 同上

d 餌やり試験マニュアルを作成する 同上 同上

6-4 持続的飼料生産に関する技術レポー
トを作成する

同上 J/E<短専-動物学>
C/P<動物学>:R.
Galvao, A. Braga



付属資料 7 

  

長期専門家への質問票回答 
Part I 

 
1.  Implementation Process 

Please state the reasons for your judgment. 

 

1.1 Monitoring 
(1) Has the Project been 

monitored periodically?   
Yes 

No 

Monitoring report were submitted to JICA Tokyo 6 months 

interval and to JICA Brazil 6 months interval. 

(2) Have the problems pointed 
out in the monitoring 
process been addressed 
properly? 

Yes 

No 

The delay of the project activities were pointed out in 

monitoring process. 

 

1.2 Communication 
(1) Has the communication 

within the Project been 
appropriate in implementing 
the activities? If the answer 
was No, what were the 
negative impacts on the 
Project? 

Yes 

No 

Project office is in the ESAM campus, so it’s easy to 

communicate with ESAM C/P, but not easy to communicate 

with IDEMA. I promote to call and send e-mail to IDEMA 

C/P frequently. 

(2)  Have you taken any 
measures to promote 
communication? If yes, 
please explain. 

Yes 

No 

I promote to call project meeting frequently. 

 

 

 
Part II 
 
1.  EFFECTIVENESS of the Project 

If the answer is Yes, please state the reasons for your judgment (if any). If the answer is No, what are the 

obstacles, the negative impacts on the achievement of outputs and the measures taken (or to be taken)? 

 

1.1 Achievement level of Project Purpose 
(1) To what extent has the Project 

Purpose been achieved so far?  
Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

The some parts of project activities has been 
delay caused by delay of provision equipments 
purchasing procedure and project budget 
application.  

(2) To what extent is the Project 
Purpose expected to be 
achieved by the end of the 
Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Since project activities were restricted by the delay 

of equipments purchase and preparations of seedling 

nursery and Pilot Project Area by delay of project 

budget apply.  



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(3)  Are the Outputs of the latest 
PDM appropriate in achieving 
the Project Purpose? 

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

The outputs of the latest PDM are not fully 

appropriate in achieving the project purpose.  

 

1.2 Facilitating and hampering factors 
(1)  Are there any factors that have 

facilitated the achievement of 
the Project Purpose? (If Yes, 
please explain) 

Yes 
No 

I cannot see at a moment.  

(2) Are there any factors that have 
negative impacts on the 
achievement of the Project 
Purpose? (If Yes, please 
explain) 

Yes 
No 

Since project activities were restricted by the delay 

of providing project car, provision equipments 

purchase and 2005’s project budget.  

 

 

2.  EFFICIENCY of the Project: 

-If the answer is Yes, please state the reasons. If the answer is No what are the reasons, the negative 

impacts on the achievement of outputs and the measures taken (or to be taken)? 

2.1 Achievement of Outputs 

(1)  

Output 

1 

The situation of utilization of 
vegetation and soil in semi-arid region 
in RGN is surveyed 

Indicators Elaborated report on utilization of 
lands and vegetation in the semi-arid 
region in RGN. 

 
(a) To what extent has Output 1 

been achieved so far?  
Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Existing data and information were collected  

(b) To what extent is Output 1 
expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

The existing data and in formations such as 

topographical maps and satellite images, which will be 

analyzed and drawn on maps by the end of the project.
(c)  Are the planned Activities 

of the PDM appropriate in 
achieving the Output? (For 
example, are there any 
activities that had to be 
added or deleted?) 

Yes 
No 

The planned output 1 is appropriate so as to know 
current status of the state. 

(d)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

The existing data and in formations are provided from 

IDEMA(C/P organization, so it was not so much input 

provided.  

 

(2)  

Output 

2 

The actual situation of stock farming 
in the semi-arid region in the state of 
RGN is surveyed and its Action plan 
is elaborated. 

Indicators Authorization of the improvement 
plan by IDEMA and other related 
institutions. 

 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(a) To what extent has Output 2 
been achieved so far?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Prof.SEKINE’s first survey became clearly the actual 

situation of stock farming in the area.  

(b) To what extent is Output 2 
expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

The project period for 1year and 10 months is too short 

to complete the Action Plan. 

(c)  Are the planned Activities 
of the latest PDM 
appropriate in achieving the 
Output? (For example, are 
there any activities that had 
to be added or deleted?) 

Yes 
No 

The activities of the PDM are appropriate. 
 
 
 

(d)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

The input for the achievements is enough. 

 

(3)  

Output 

3 

The characteristics of the vegetation 
and degradation in the pilot project 
areas is surveyed. 

Indicators Elaborated maps on soil and 
vegetation in the pilot project areas. 

 
(a) To what extent has Output 3 

been achieved so far?  
Fully 
Mostly 
Partly 
Not at all 

Pilot Project Area (PPA) was selected in Pedro 

Avelino, enclosed 9 ha by fence, divided into 9 areas 

by 1 ha. And trench digging and tree census are now 

conducting. 
(b) To what extent is Output 3 

expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Out put 3 is anticipated to finish till end of the project 

period. 

(c)  Are the planned Activities 
of the latest PDM 
appropriate in achieving the 
Output? (For example, are 
there any activities that had 
to be added or deleted?) 

Yes 
No 

Achievements in PDM is appropriate to complete till 

end of the project period August 2005 

(b)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

The input for the achievements is enough. 

 

(4)  

Output 

4 

Usefulness of trees and grasses is 
defined based on the needs of local 
community and useful ones are 
selected. 

Indicators Elaborated catalog on useful grasses 
and trees. 

 
(a) To what extent has Output 4 

been achieved so far?  
Fully 
Mostly 
Partly 
Not at all 

Useful tree and grass were selected by 

Prof.NOBUCHI’s study. 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(b) To what extent is Output 4 
expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Out put 4 is anticipated to finish till end of the project 

period. 

(c)  Are the planned Activities 
of the latest PDM 
appropriate in achieving the 
Output? (For example, are 
there any activities that had 
to be added or deleted?) 

Yes 
No 

Achievements in PDM is appropriate to complete till 

end of the project period August 2005 

(b)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

The input for the achievements is enough. 

 

(5)  

Output 

5 

Techniques to grow seedlings of the 
selected trees and grasses and to plant 
and manage them are established and 
their manuals are elaborated, that 
involves the estimation of a carrying 
capacity of livestock in the pilot 
project areas. 

Indicators Elaborated manuals for the techniques 
to grow seedlings of the selected trees 
and grasses and to plant and manage 
them and report on carrying capacity 
of livestock. 

 
(a) To what extent has Output 5 

been achieved so far?  
Fully 
Mostly 
Partly 
Not at all 

Delay of nursery construction and PPA preparation 

(b) To what extent is Output 5 
expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Seedling production has just begun, techniques of 

afforestation will not be developed till end of the 

project. 
(c)  Are the planned Activities 

of the latest PDM 
appropriate in achieving the 
Output? (For example, are 
there any activities that had 
to be added or deleted?) 

Yes 
No 

Achievements in PDM are not anticipated finishing till 

end of the project period August 2005 by the delay of 

the equipments. 

(d)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

Input was not appropriate for the achievements by the 

delay of the equipments. 

 

(6)  

Output 

6 

Techniques for sustainable stock 
farming are elaborated for both in the 
original vegetation area and the 
revegetated area in the pilot project 
areas. 

Indicators Elaborated technical manuals for 
stock farming. 

 
(a) To what extent has Output 6 

been achieved so far?  
Fully 
Mostly 
Partly 
Not at all 

Nutrition analysis has just begun, so it takes more than 

1 year for taking sufficient data. 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(b) To what extent is Output 6 
expected to be achieved by 
the end of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

Sufficient date collecting is not anticipate till end of 

the project period. 

(c)  Are the planned Activities 
of the latest PDM 
appropriate in achieving the 
Output? (For example, are 
there any activities that had 
to be added or deleted?) 

Yes 
No 

Achievements in PDM are not anticipated finishing till 

end of the project period August 2005 by the delay of 

the equipments. 

(b)  Is the degree of the 
achievement appropriate in 
view of the Inputs provided? 

Yes 

No 

Input was not appropriate for the achievements by the 

delay of the equipments. 

 

2.2 Japanese Inputs: Have the following Japanese inputs been appropriate to achieve the Outputs?  

-If the answer is appropriate(A) or mostly appropriate(MA), please state the reasons (if any). If the answer 

is hardly appropriate(HA)or not appropriate at all(NA), what are the reasons, the negative impacts on the 

achievement of outputs and the measures taken (or to be taken)? 

 

(1) Long-term experts 
(a) Timing of the dispatch  A・MA・HA・NA Dispatch was delay in 1 year and 6 months 
(b) Duration of the dispatch  A・MA・HA・NA 1 year and 10 months assignment is to short to 

achieve the PDM 
(c) Number of the experts  A・MA・HA・NA Project needs more long term experts 
(d) Quality of the experts  A・MA・HA・NA  
(e) Specialties of the experts  A・MA・HA・NA  
(f) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・

Small 
 

 

(2) Short-term experts 
(a) Timing of the dispatch  A・MA・HA・NA Most of dispatches is good timing, but dispatch in 

December to February is not appropriate. 
(b) Duration of the dispatch  A・MA・HA・NA Most of short term experts dispatched for less than 

one month, project need more period dispatch of 

short term expert. 
(c) Number of the experts  A・MA・HA・NA More experts dispatches are  needed 
(d) Quality of the experts  A・MA・HA・NA All of the expert are excellent, they have much 

experiences for their fields 
(e) Specialties of the experts  A・MA・HA・NA All of the experts dispatched are suitable to 

completion of the achievements 
(f) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・

Small 
All of the experts contributed to the project on 

their fields. 

 

 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(3) C/P training 
(a) Timing of the training  A・MA・NA  
(b) Duration of the training  A・MA・NA  
(c) Number of C/P dispatched  A・MA・NA 3 C/Ps was dispatched last year, it was appropriate
(d) Quality of the training  A・MA・HA・NA Contents of training was suitable for studying semi 

arid land 
(e) Contents and fields A・MA・HA・NA  
(f) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・

Small 
 

 

(4) Equipment(Most of imported equipments are not yet delivered, so answers are adopted for equipments 

delivered already) 
(a) Quality  A・MA・HA・NA  
(b) Timing of provision  A・MA・HA・NA Most of analyzing equipments are not delivered. 
(c) Items  A・MA・HA・NA  
(d) Specifications  A・MA・HA・NA  
(e) Quantity  A・MA・HA・NA  
(f) Utilization of the provided 

machinery and equipment  
A・MA・HA・NA Most of analyzing equipments are not delivered. 

(g) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・

Small 
 

 

(4) Running expenses 
(a) Timing of the provision  A・MA・HA・NA  
(b) Quantity A・MA・HA・NA  
(c) Utilization A・MA・HA・NA  
(d) Management A・MA・HA・NA  
(e) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・ 
Small 

 

 

2.3 Brazilian inputs: Have the following inputs been appropriate in achieving the Outputs?  

-If the answer is appropriate(A) or mostly appropriate(MA), please state the reasons (if any). If the answer 

is hardly appropriate(HA)or not appropriate at all(NA), what are the reasons, the negative impacts on the 

achievement of outputs and the measures taken (or to be taken)? 

 

 (1) Land , building and other facilities for the Project 
(a) Timing of the provision  A・MA・HA・NA  
(b) Quality A・MA・HA・NA Project office provided is too small. 
(c) Utilization A・MA・HA・NA  
(d) Management A・MA・HA・NA  
(e) Degree of contribution to 
the achievement of Output

Large・Medium・Small  



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

the achievement of Output 

 

(2) Counterpart (CP) personnel 
(a) Timing of assignment  A・MA・HA・NA  
(b) Duration  A・MA・HA・NA  
(c) Number of the C/P  A・MA・HA・NA More C/P is needed for the project activities. 
(d) Technical level of the C/P  A・MA・HA・NA  
(e) Specialties of the C/P  A・MA・HA・NA  
(f) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・ 
Small 

 

 

(3) Administrative staff (Secretary and interpreter in project office are employed by the project budget, 

so answers to questions below is not suitable.) 
(a) Timing of assignment  A・MA・HA・NA  
(b) Duration  A・MA・HA・NA  
(c) Number of the C/P  A・MA・HA・NA  
(d) Technical level of the C/P  A・MA・HA・NA  
(e) Specialties of the C/P  A・MA・HA・NA  
(f) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・ 
Small 

 

 

(4) Running expenses 
(a) Timing of the provision  A・MA・HA・NA  
(b) Quantity A・MA・HA・NA  
(c) Utilization A・MA・HA・NA International phone call cannot be connected from 

project office. 
(d) Management A・MA・HA・NA It took long time to improve telephone line of 

renovation the project office. 
(e) Degree of contribution to 
the achievement of Output 

Large・Medium・ 
Small 

Project car fuel, maintenance fee were pay by 

C/P organization. 

 

2.4 Important Assumptions 
(1)  Have the C/P remained in 

the Project? 
Yes 
No 

C/P will continue to research semi-arid study after 

finishing the project. 
(2)  If the answer was No in (1) 

above, what were the 
impacts and the measures 
taken? 

Yes 
No 

 

 

 
 
 
 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

2.5 Facilitating and hampering factors 
(1)  Are there any factors that 

have facilitated the 
achievement of Outputs? (If 
Yes, please list the major 
ones) 

Yes 
No 

Rapid responses by ESAM administration office(D.G.) 

like a payment for gasoline to Project Car  

(2) Are there any factors that 
have negative impacts on 
the achievement of the 
Outputs? (If Yes, please list 
the major ones) 

Yes 
No 

 

 
 
3  IMPACT of the Project 

 

3.1 Impact at Overall Goal level 
(1) To what extent is the Overall 

Goal likely to be achieved in 
5-10 years after the 
completion of the Project?  

Fully・ 
Mostly・
Partly・ 
Not at all 

As C/P organization will continue project research for 

about 10 years, overall goal of the project should be 

achieved. 
(2)  Have there been any impacts 

at overall goal level already? 
(If the answer is Yes, please 
explain) 

Yes 

No 

I cannot see at a moment. 

 

(3)  Have there been any changes 
in Important Assumptions 
(“Climate does not change 
drastically such as occurrence 
of severe draught)? If the 
answer is Yes, what would be 
the impacts and the measures 
to be taken? 

Yes 
No 

I cannot see at a moment. 

 

3.2 Other Impacts: Have you noticed any positive or negative organizational, technical, environmental, or 

socio-economic impacts caused by the Project? -If the answer is “Yes”, please explain. 

 
(1) Positive impacts 
 
 

Yes 

No 

Research activities of ESAM became to activate by this project. 

Two bachelor thesis of ESAM students was carried out with soil 

samples from the project area. 
(2)Negative impacts 
 

Yes 

No 

 

 

4 SUSTAINABILITY of the Project 

 

4.1 Institutional Sustainability-If the answer is Yes, please state the reasons for your judgment. If the 

answer is No, what are the reasons and the required actions? 

 

 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

(1) Policy support 
(a) Is it likely that current policy 

supports for the activities of the 
IDEMA/ESAM likely to continue?  

Yes 

No 

IDEMA has set forth a desertification prevention 

policy, ESAM aims at semi arid land  research 

base collage, and the project is effective for both 

organizations. 

 

(2) Assignment of CP Personnel 
(a) Is it likely that the C/P personnel 

trained through the Project remain 
with IDEMA/ESAM?   

Yes 

No 

Technology and a result can employ after a project 

termination for IDEMA and ESAM efficiently. 

Especially ESAM can be efficiently employed in 

education to a student IDEMA、 
(b) Is it likely that the C/P personnel 

trained through the Project be 
posted in appropriate position to 
sustain the project effect?    

Yes 

No 

ESAM aims at the semi-arid research base collage, 

and, as for ESAM IDEMA C/P, can be expected 

the contribution to a research after project 

termination 

 

(3) Institutional and management capacity of Institute 
(a) Do IDEMA/ESAM have enough 

institutional and management 
capacity to continue the related 
activities after the end of the 
Project? 

Yes 

No 

 

 

(4) Coordination with other organizations 
(a) Is it likely that the coordination 

with relevant organizations 
(ministries and agencies, private 
industries, universities and 
research institutes, etc.) be ensured 
after the end of the Project?   

Yes 

No 

Cooperation of semi arid research institute of a 

Federal Paraiba University and joint research was 

begun. 

State institute of livestock farming RN in 

cooperation with an examination by fodder 

acquisition. 

 

 

4.2 Financial sustainability -If your answer is “Yes”, explain how the budget would be secured. If your 

answer is “No”, explain the reasons and the required actions.   

 
Is it likely that the budget necessary to 
carry out the relevant activities be 
secured (including salaries of staff, 
operation and maintenance costs, 
material costs, etc.) after the termination 
of the Project?  

Yes 

No 

Local cost from ESAM in present is about$4,400, 

It can be funded by ESAM annually. 

 

 



Questionnaire for the Final Evaluation 

 

4.3 Technical sustainability -If the answer is Yes, please state the reasons for your judgment. If the answer 

is No, what are the reasons and the measures that need to be taken? 

 
(1) Technical capacity：Has the C/P 

acquired enough skills and 
knowledge to sustain the effect of 
the Project? (For example, will 
they be able to plan and conduct 
the relevant activities by 
themselves?) 

Yes 

No 

They grasp the techniques through project activities.

(2) Utilization and dissemination of 
technologies：Is it possible that the 
IDEMA/ESAM will utilize and 
disseminate the technologies 
transferred? If your answer is Yes, 
explain their strategies 

Yes 

No 

IDEMA has a function of environmental extension, 

as cooperation with other department of RN, 

techniques will be extended to local community. 

 

(3) Utilization of machinery and 
equipment: Would the provided 
machinery and equipment be 
utilized effectively and efficiently 
after termination of the Project 
(especially in terms of technical 
capacity of operation and 
management, needs, etc.)? 

Yes 

No 
Since ESAM is a agriculture institute, the provision 

equipments should be used availably. 

 

5. Others 

 

5.1 Recommendation 
Do you have any recommendations for 
the improvement of the Project in the 
remaining period? If Yes, please list the 
major ones. 

Yes 

No 

- Animal science expert and project coordinator is 

needed for project activities. 

- International workshop for semi arid land study 

should be held in the end of the project. 

- Regarding plant catalog making, it is almost 

completed for 9 species. It is recommended that 

more species about 40 should be made as catalog 

on ESAM’s own term with long term expert’s 

advices continuously. Same as digestion trial and 

nutrition analyze should be continuously conducted 

with expert’s advises.- Animal science expert and 

project coordinator is needed for project activities. 

- 

 

5.2 Lessons learned 
Are there any lessons learned which can 
be applied to similar projects? If Yes, 
please list the major ones. 
 

Yes 

No 

It is hard to manage a technical transfer project by 

one experts. 
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参考 WEB リスト 
 
CNPq 

http://www.cnpq.br/ （ポルトガル語） 
 
EMATER   

http://www.emater.rn.gov.br/ （ポルトガル語） 
 
EMBRAPA 

http://www.embrapa.br/ （ポルトガル語） 
http://www21.sede.embrapa.br/English/index_html/mostra_documento（英語） 

 
EMBRAPA SEMI-ARIDO 

http://www.cpatsa.embrapa.br/ （ポルトガル語） 
 
EMPARN 

http://www.emparn.rn.gov.br/ （ポルトガル語） 
 
ESAM 

http://www.esam.br/ （ポルトガル語） 
 
IDEMA 

http://www.rn.gov.br/secretarias/idema/ （ポルトガル語） 
 
INSA(設立令) 

http://www.mct.gov.br/legis/mp/mp151_2003.htm （ポルトガル語） 
 
ブラジル国科学技術省 

http://www.mct.gov.br/（ポルトガル語） 
 
ブラジル国環境省 

http://www.mma.gov.br/ （ポルトガル語） 
 
リオ・グランデ・ノルテ州政府 

http://www.rn.gov.br/principal/capa.asp （ポルトガル語） 
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